
ＳＤＡ東京中央教会コミュニケーション・ニュース　　　　　　　 2002．12月　第192号

12

-   1 -

この病んだ社会における重大な問題の一つは、

孤独です。教会の家族でさえも、孤独と呼ばれる

この病に悩まされることが少なくありません。か

つて、教会在籍20年以上の人たちに質問を試み

たことがあります -「危機に際して助けを求めう

る人を少なくとも三人持っている人はいますか」

と。残念ながら、手を挙げたのはほんの数人だけ

でした。こうした現実を変えるための、いくつか

の方法を試みることはできますが、しかし少なく

とも神様との和解を経験的に知らなければ、お互

いの融和はありえません。なぜならば、もしも神

様に赦され受け容れられたということを経験上知

ることができれば、心の中にはじけるような喜び

が湧き、この喜びが、お互いを赦し合い受け容れ

る能力を与えてくれるからです。

今私は、キリストを否定したときのペテロのこ

とを思います。彼の経験した救い主からの離反は

過酷なものでした。なぜならイエスは、 「…見よ、

サタンはあなたがたを麦のようにふるいにかける

ことを願って許された。しかし私はあなたのため

に、信仰がなくならないように祈った。だから立

ち直ったら、きょうだいたちを力づけてやりなさ

い」（ルカ22：31,32） と、予めペテロに言ってお

られたからです。

シモンが主を否むだろうとイエスに警告された

とき、シモンはそれを激しく否定しました。イエ

スは何が起こるかを知っておられたので、シモン

の過ちにも拘らず、赦しと受容の保証を彼に与え

たのです。

ペテロの霊的孤独の瞬間を振り返ってみましょ

う。鶏が鳴き、ペテロは 「今日、鶏が鳴く前に、

三度私を知らないと言うであろう」 という主の言

葉を思い出し、激しく泣きます （ルカ22：60～

62）。確かに、物理的・情緒的な孤独は辛いもの

でしょう。しかし、神様との関係が断たれ信仰が

失われ、永遠の別離の感情

に満たされることとは比べ

ものにならないと思います。

つまずいて倒れると、人

はとかく、もうチャンスは

ない、以前の生き方に戻る

ほうが簡単だ、と考えがち

です。ペテロもそうでした。聖書には 「シモン・

ペテロは彼らに『私は漁に行くのだ』と言った」

（ヨハネ21：3） とあります。イエスは、まさにそ

の瞬間に現れます。そして 「あなたはこの人たち

が愛する以上に私を愛するか」（ヨハネ21：15）

と言います。このイエスの言葉は、まるで「もし

そうなら、なぜ私を否定したのか」 と言っている

かのようです。しかし、このあとで繰り返される

質問をよく見ると、実はこれと反対のことを言っ

ていることがわかります。借金をした二人の人が

共に金貸しにゆるされるというたとえ話で、この

二人のうち「どちらが彼を多く愛するだろうか」

と問われ、シモンが 「多くゆるしてもらったほう

だと思います」 と答えると、イエスは 「あなたの

判断は正しい」（ルカ7：41～43） と言われます。

確かにペテロの過失は、とてつもなく大きなも

のでした。しかしそうだからといって、古い生活

に戻る理由にはなりませんでした。なぜなら、イ

エスの赦しはペテロの過ちよりもはるかに大きい

ものだからです。今やペテロの霊的孤独は終わり、

赦され立ち直り、神に仕える使命を担うことにな

ります。

そうです、今日、あなたも同じ質問を投げかけ

られます。「私を愛するか」と。神様の赦しと受

容を経験した場合のみ、人は孤独でなくなるので

す。そして「立ち直ったときには、きょうだいた

ちを力づけてやりなさい」 という使命に与るので

す。

ヒューゴ・アロー

「もう寂しくなんかない」

東京中央教会国際部牧師
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三井　清子

房総の南、大原に、二歳から十八歳までの子

供達のいる養護施設がある。私はここで三育学

院の学生ボランティアの方達と出会った。ルー

テル教会の米人宣教師の方が造られた施設で、

かつては私も園長の影響で教会に属していたが、

市川から成田、大原と移転したこともあって、

その頃は教会から離れていた。神様を知りなが

ら背を向けて、でも困難に出会うと「神様！」と

叫ばずにはいられない身勝手な私に、学生さん

達の純粋な神への姿勢はまぶしかった。彼らは、

週一回の学習指導に加えて、休日には、汗を流

して子供達と遊び歌って下さった。

私が前の教会を離れたことを話した時、「信仰

の方向がまちがっていたのです」という、高校

生の少女の的を射た答えに、その眞直ぐな確か

な考えに驚かされた。そのとおりで、私は、人

を見ていたのだった。「あなたの愛を」と題して

二人で作られた歌のテープは、子供達も私も大

好きで、小さな誕生会に、また幼児を寝かせる

時によく唄った。「忘れないで。いつもイエス様

は君のことを見つめている。だからいつも絶や

さないで、胸の中の微笑みを」。この子達が就職

して独りで社会の嵐の中に立たされた時、私の

子守唄代わりのこれらの歌をふと思い出してく

れたらいいな…と願いながら、唄った。

渡米前に頂いた『キリスト

への道』、また、卒業の時に

一年分の『サインズ』とホワ

イト夫人の本を下さった方、

お別れに心から祈って下さ

った方、若者達の真摯
しんし

な祈

りは、温かく優しく私の心に浸み込んでいった。

やがて、当時神学生だった中村先生、英田先

生との週一回の学びが始まった。楽しい時であ

ったが、ときには自責の念に胸つまらせた日も

あった。そして、いつかこの集いが私にとって

聖なる場と変わっていった。初めて学院教会の

礼拝に行った時、どこからか「帰っておいで」と

差し伸べられたみ手を見たような気がした。こ

んな私を、あの少女の日「力を尽くして狭き門

より入れ」のみ言葉を覚えた日から、長い長い

間、様々な方を通して導き見守り待ち続けられ

たみ神の愛に胸がつまった。

1 9 8 4年、その後も大変お世話になった藤田潔

先生司式のもと、バプテスマを受けた。さわや

かな美しい五月の朝であった。

「主のいつくしみは絶えることがなく、その

あわれみは尽きることがない。これは朝ごとに

新しく、あなたの真実は大きい。」（哀歌3：2 2 , 2 3）

（1 9 8 4年5月1 9日受浸）

「導かれて 」

●本日、山谷伝道所へ参

ります

寒さが身に沁みるよう

になりました。この寒さに身を縮めて耐えてい

る、年老いたホームレスの方々には、心が痛み

ます。教会では年に2回、山谷伝道所を通して

これらの皆様方に、心ばかりですがご支援をさ

せていただいて参りました。そして本日（7日）

午後、お米、野菜等の食糧と日用品、中古衣料、

そして軍手と靴下をセットにしたクリスマスの

プレゼントなどを、山谷伝道所にお届けに参り

ます。皆様御協力有難うございました。

（渡部正廣）

●安積力也先生からのお手紙

「真実な『応答』の数々、有難うございました。

深く準備された魂に向かって語ることを許され

たのだと、改めて思いました。…」はらじゅく

ニュース1 1月号で特集した家庭会セミナーの感

想を講師の安積先生にお送りしたところ、この

ようなお返事をいただきました。

原宿彩彩

メリ－クリスマス！

ご愛読ありがとうございます。

来年もどうぞよろしく。

-コミュニケーション部-
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先月、「b e e h i v e一周年記念L I V E」を行いまし

た。昨年の1 0月からはや一年。のべ3 , 0 0 0人ほ

どの方々がL I V Eに参加されました（平均5 6名）。

毎週、伝道集会をやることは大変なことです。

地下の部屋から重い音響機材などを2階の会堂

まで運び、準備をいたします。マンネリ化の危

機にはいつも、「なぜ我々はこれをやっている

のか」「何を目的としているのか」と問い続け、

聖書の中からその答えを見いだし、動機付けを

行ってきました。現在は、コーディネーター、

受付・フォローアップ、プレイズ（賛美）、祈り

のミニストリー、アウトリーチ（伝道・奉仕活

動）企画、P A、プロモーションプロジェクトの、

七つの小さなチームに分かれて、活動を行って

います。また、ハンドベルやゴスペル、スポー

ツなどの活動もあります。

L I V Eのほかにも、スキーやハイキング、ド

ライブ、日韓共催b e e h i v e、Shaking Tokyoな

ど、楽しい思い出とともに、青年たちの霊的成

長の跡を見ることができます。最初は恐る恐る

やっていた、街頭での伝道や奉仕活動も板につ

いてきました。現在、ゴスペル教室のスタッフ

の一員であるFさんや、礼拝に参加しているK

さんは、街頭でチラシを受け取ったことがきっ

かけで、仲間に加わりました。自殺を思いとど

まった方もおられました。

この間、5名がバプテスマを受け（村上君＝八

王子、中野西君、茂木さん、中居君、岡崎君＝中

央）、2名が神学部へと進みました（松枝君＝ウ

イマー、平賀君＝三育学院）。来年度も、三育学

院をめざす志望者が数名います。原宿から人材

が抜けていくのは寂しいことですが、b e e h i v e

のモットーは「私が変わる、教会が変わる、日

本が変わる」です 。日本を変える優秀な人材を

輩出するミニストリーでありたいと願っていま

す。

これまで献金や献品、祈り、温かなまなざし

をもってこの働きを支えてきてくださった中央

教会の皆様に、心から感謝しています。今後も

どうぞよろしくお願いいたします。

花田　憲彦

「変わる、変わる、変わる」

ーb e e h i v e、この一年

東京中央教会副牧師
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★キッズパワー

に乞ご期待！

1 4日午後の「子

どもクリスマス」、

とびきり楽しそ

うですよ！　熱

のこもった劇の

リハーサル、た

のもしく拝見！

（Y Y）
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エ デ ン

だより

もう1 2月。紅葉も落ちてきて、だいぶ

山の景色も冬っぽくなってきました。

また、気温もだいぶ下がってきて、寒

くなってきました。日本の経済もだい

ぶ寒くなってきてるようですが…。先

日も、バブル後最安値更新とかニュー

スでやっていましたが。聖書では、天

に財産をつみなさいと教えていますが、

株価の動向に一喜一憂してしまいます。

私もまだまだですね。だけど、そうは

いっても景気はあがってほしいなぁ…。

（A . K）

12月のスケジュール

12/   7 (土) [説] 花田憲彦副牧師＆子供のお話

役員会

長老会

/   8 (日)  PFC歳末募金

/ 14 (土) [説]広島三育学院聖歌隊＆子供のお話

週報＆アドベンチストはらじゅく発送

子供クリスマス　1 5 : 0 0～

/ 15 (日)  英語学校バンケット　1 6 : 0 0～1 9 : 0 0

/ 21 (土) [説]クリスマス礼拝w i t hハンドベル

理事会　

チャペルコンサート　1 9 : 3 0～

/ 24 (火) 聖歌隊によるクリスマスキャロル　1 9 : 0 0～

/ 28 (土) [説] 板東洋三郎牧師＆子供のお話

洗足・聖餐式

/ 28 (土)～29 (日) P F C三ツ峠山ハイキング

1  /   1 (水) 元旦礼拝　1 1 : 0 0～　　　　　

発　行：東京中央教会コミュニケーション部　 ＊発行人：板東洋三郎　 ＊編集人：前中靖司

[ 住所 ] 〒150-0001  渋谷区神宮前1-11-1 ☎03-3402-1517

＊スタッフ：久木田明夫 ・佐藤敏子・寺内雅子・芳賀洋・平山茂子・森武靖子・山口保夫

◆教会のホームページを開設しています。

http://www.sda.gr.jp

神はアダムに「善悪を知る木からは取って食べてはならない。それを取って食べると、きっと

死ぬであろう」（創2：1 7）と言われました。しかし、神はなぜ人間を死の悲しみに陥れるような

危険なものをエデンの園に置かれたのでしょうか。聖書に「あなたがたは子であるのだから、神

は私たちの心の中に、『アバ、父よ』と呼ぶ御子の霊を送って下さったのである」（ガラ4：6）と

書かれています。すなわち、神は父なる方であり、人間はその息子、娘である。神と人間とは、

温かい血の通った親子関係にあるということです。その観点に立って創世記2：1 7を理解するこ

とが大切です。私が5歳の時、末の弟が生後7カ月で亡くなりました。翌朝、冷たいむくろとな

った弟を胸に抱いて、かまどの前でご飯を炊いている母を見ました。私はその後ろ姿に母の深

い悲しみを見ました。親であられる神ご自身にとり、愛する子である人間が死ぬということを

考えてみて下さい ! 「取って食べるな……死んではいけないから」（創3：3）この言葉は親なる

神の思いを切実に表しています。ではなぜ神は、敢えて善悪を知る木を置かれたのでしょうか。

それは道路の信号機にたとえることができます。母親が子供に「横断歩道は必ずちゃんと信号を

見て渡るんですよ! 」と教えるのは、子が「死んではいけないから! 」です。善悪を知る木は、信

号機と同じように人間が幸福に生きるために必要でした。それは「人はパンだけで生きるもので

はなく、神の口から出る一つ一つの言で生きるものである」（マタ4：4）という大切な真理を教

えるためのものでした。 （S D A教団・安息日学校部　鈴木明理牧師）
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バイブル豆事典

「なぜ神はエデンの園に善悪を知る木を置かれたのか？ 」


